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わたし かいさい そうごう こ せい よ

　私は８月に開催された全国高校総合文化祭で、「『個性』と呼ばない
しょう べんろん しょう

で」という題名で障がいのある人について弁論発表を行いました。障が
わたし

いに対し、マイナスなイメージを持つ人が多くいる中で、どうすれば私
しょう

の体験や考えが、障がいのある人々の明るい未来につながる意見として
し こうさく ご けいけん

伝わるか試行錯誤しながら取り組みました。高校卒業後もこの経験を生
かな い ち か

かし、努力を積み重ねていきたいと思います。 （３年　金井智風）

ぼく そうたい きょうぎ えんばん

　僕は全国高校総体（インターハイ）に２回、陸上競技円盤投げで出場

しました。今夏のインターハイでは決勝に進出できましたが、予選と決
けいぞく むずか

勝で時間差があり、集中力を継続させることが難しく、決勝でベストの
きょうぎじょう しゅんかん くや

投てきができませんでした。競技場を出た瞬間、悔しさが一気にあふれ
きょうぎ え けいけん ささ

てきました。これからも、陸上競技で得た経験と自分を支えてくれてい
かんしゃ わす わかばやしなおき

る人たちへの感謝を忘れずまい進していきます。 （３年　若林直紀）

六角堂や天心邸などがある茨城（いばらき）大学

五浦美術文化研究所で北茨城観光ボランティアガ

イドの方々から説明を受ける生徒たち＝９月�日

か じっ

　コロナ禍により中止になっていた文学散歩を９月�日、３年ぶりに実
し し せつ たず けんしき

施しました。文学散歩は、県内の文化施設を訪ねて、文学に関する見識
い づら びじゅつかん み と

を広める取り組みです。本年度は、五浦美術館・文化研究所と水戸市立

西部図書館に、１学年から３学年の希望者�人が参加しました。

【参加した生徒の感想】　
い づら びじゅつかん おかくらてんしん しりょう えいぞう

　▽五浦美術館・文化研究所では、岡倉天心に関する資料や映像を見
てんしん しょうがい こうせき てんしんてい

て、天心の生涯や功績について知ることができました。▽天心邸は、と
みりょくてき とっしゅつ がけ

ても味のある建物で魅力的に感じました。また、海に突出した崖の上に
ろっかくどう

立つ六角堂からは、太平洋が一望できて、とてもよい景色が見えまし
み と

た。▽水戸市立西部図書館は、本がある部屋以外にもさまざまなスペー
い ごこ ち み

スがあり、自分が居心地のよいところで本を読むことができることに魅
りょく きょうゆ しぶ や り か

力を感じました。 （教諭　渋谷理可）

◆校　長　海老澤　浩一

◆生徒数　６６９人

◆創　立　１９２４年

◆住　所　鉾田市鉾田１１５８
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ほこ た

　鉾田二高は、メロン、イチゴ、サツマイモなどの全国
さか ほこ た そう

有数の生産地で、農業が盛んな鉾田市にあり、今年で創
りつ むか そうごう

立�年目を迎える高校です。学科は総合学科、農業科、
ぎじゅつ せっ ち

食品技術科が設置されています。
そうごう けいれつ けい

　総合学科は、２年次から人文科学系列、自然科学系
れつ けいれつ けいれつ ふく

列、メディア・マーケティング系列、生活科学系列、福
し けいれつ けいれつ けい

祉系列の五つの系列に分かれます。例えば、人文科学系
れつ けいれつ せんもん

列、自然科学系列は、大学・専門学校などの進学希望者
せんたく けいれつ

が主に選択します。メディア・マーケティング系列は、

商業科目だけでなく、２年次に農業の６次産業化につい

ても学びます。
ぎじゅつ い どう

　また、農業科、食品技術科は、バスで農場に移動し
じゅぎょう

て、農業や食品に関する授業や実習を行います。
かいさい

　本年度は、６月�日に、３年ぶりに体育祭を開催し、
うんえい

生徒会が中心に運営しました。年間を通していろいろな
す

学校行事があり、高校生活を楽しく過ごしています。

（生徒会役員一同）

国語科の授業風景。ＩＣＴ機器を用いて主

体的・対話的で深い学びを実践（じっせん）

わたし じゅぎょう じゅぎょう

　私が国語の授業で目指していることは、「授業を通して生徒の考

えを深める」ということです。生徒の持つ深い考えを引き出すには、
じょうほう ぎじゅつ

生徒が自分自身の意見に自信を持つ必要があります。情報通信技術

（ＩＣＴ）機器を使うことでクラスメートたちとすぐに意見を共有

することができて、自分と同じ考えを持つ生徒に出会え、自分の考

えに自信を持つことができます。
ちが

　また、自分とは違う考えを持つ生徒に出会うことで、自分の考え
はってん

を広げることができます。さらに、そこから発展してグループ内や

クラスで意見を伝え合うことで、自分の考えを深めることができま
わたし

す。ＩＣＴ機器の活用の仕方は私もまだまだ勉強中です。どのよう
わたし

に使えば生徒や私自身のためになるか、これからも考えていきたい

と思います。
きょうゆ すず き ひろ み

（教諭　鈴木裕美）

（��） こども Ａ版　 第三種郵便物認可 � � � � ����年（令和４年）��月�日　　水曜日

■大刷り［カラーあり］ 正常終了！(エラー０件)  
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